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　 1． 器官挿管に有利な頭位はSniffing position or 
Rump position
奥山陽太，鐘野弘洋，北村祐司
鈴木法子，磯野史朗，西野　卓
（千大）
　仰臥位の非肥満成人10名において，側面から撮影し
たデジタル写真画像を分析することにより，Neutral 
neck position，Sniffing position，Ramped positionの
異なる頭位での頭頚部構造物の位置変化を評価した。
Sniffing positionが顎下部スペースをより拡大し，喉頭
を垂直方向に移動させ，喉頭鏡を用いた気管挿管時の
視野改善に最も有利な頭位であった。
　 2． 頚椎手術症例におけるCuff Leak Pressure測定
安良岡真理，北村祐司，鈴木法子
磯野史朗，西野　卓　　（千大）
　頚椎手術患者の抜管後の気道トラブルを予測するた
め，定量的カフリークテストの一種であるカフリーク
プレッシャー（CLP）測定を予定頚椎手術患者38名に
対して行った。結果は，術前8.3㎝H2O，術後14.2と術後
に有意なCLP値の増大を認めたが，手術アプローチに
よる差は認められなかった。今後さらなる研究により，
抜管可否のCLPカットオフ値の設定など，頚椎手術の
安全な術後気道管理に貢献できると，期待される。
　 3． QOLを重視した術後疼痛管理
青木香代子，田口奈津子，西野　卓
（千大）
　【背景】当院での術後鎮痛の問題点の把握とその改善
を試みた。
　【方法】医療者対象にアンケート調査を施行。疼痛緩
和不充分とされた脊椎手術症例に対し，改善策を提案
し，QOLを含めた評価を試みた。
　【結果】疼痛緩和の若干の改善がみられ，QOLの高い
早期離床に結びつく疼痛対策となる可能性がある。症
例数を増やし今後検討を深める予定である。
　 4． ヘッドダウンに伴う鼻腔抵抗の変化
坂井秀之，高橋和香，磯野史朗
西野　卓　　　　　　（千大）
　ヘッドダウン前後の鼻腔抵抗値の変化について健常
成人・覚醒状態を対象に検証した。結果，仰臥位にお
いて60分ヘッドダウン前後で両側鼻腔抵抗値は上昇し
た。これは元々，鼻腔抵抗値が低かった側の鼻腔抵抗
増加の為だった。また，ヘッドダウンで高くなった鼻
腔抵抗の回復には座位をとっても約30分を要した。
　 5． 当院での帝王切開術の麻酔法の検討
広山万希子，渡邉美貴，西野　卓
（千大）
　帝王切開術における脊椎くも膜下麻酔後の母体低血
圧を予防すべく，手段として子宮左方転移，輸液負荷，
昇圧剤投与の 3点に着目した。当院における2005年か
ら2007年までの麻酔について調査した結果，血圧下降
率に年毎の有意差はみとめなかったが，膠質輸液負荷
の増量と昇圧剤の使用率の低下に関連がみられた。現
在，子宮左方転移法の効果につきRCTを施行し，検討
中である。
　 6． 硬膜外麻酔によるAugmentation index（AI）へ
の影響
前田　薫，篠塚典弘，鈴木法子
西野　卓　　　　　　（千大）
　【背景】動脈硬化の指標としてAIがあり，AIが高い
ほど，動脈硬化は進んでいる。
　【目的】硬膜外麻酔投与前のAIと，投与後の血圧変
動について検討した。
　【結果】硬膜外麻酔投与前のAIが高いほど，投与後
の血圧低下が大きい傾向にあった。
　【考察】動脈硬化の患者では，血管の調節能による代
償機構が障害されることと，血管の収縮による血管内
容量の低下があるために，硬膜外麻酔投与による血圧
低下が大きくなると考えられる。
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　 7． 当院におけるLMA ProSeal TM使用の現況
鳥越　桂，鈴木洋人，中嶋和佳
高橋実里，青柳光生　　　　　
（千葉市立青葉）
　当院ではLMA使用適応を漸次拡大。特に産婦人科症
例で使用頻度が高い。2004年 4月から2007年12月に行
われた産婦人科開腹手術のうち，LMA ProSeal TMを気
道確保に用いた656例を用いた検討では，重度の術後気
道合併症は起きていなかった。LMA ProSeal TMは，産
婦人科開腹手術において，安全な気道確保の方法とい
える。
　 8． 当院における帝王切開の麻酔方法の変遷とその
理由 : 2004年度と2007年度の比較
水野裕子，片岡幸子，永井絵里
青野光夫，岩間　裕，野村　明
（君津中央）
　帝王切開の麻酔では区域麻酔を選択することが推
奨され，当院でも全身麻酔の件数は減少傾向にある。
2004年度と2007年度の比較では，特に臨時麻酔で全身
麻酔の割合が半減していた。全身麻酔が減少した理由
としては，産婦人科医との連携の強化，麻酔科医・産
婦人科医の意識の変化，器具の変更，技術の向上など
が挙げられる。今後もより安全に帝王切開の麻酔を施
行するための努力が必要である。
　 9． 導入時レミフェンタニルの至適投与量の検討
山口　翠（成田赤十字）
　プロポフォール・ベクロニウム導入時の補助手段と
してのレミフェンタニル投与量について至適量を検
討した。レミフェンタニル投与量は 0，0.1，0.2，0.3，
0.4μg/㎏/minとし，酸素投与開始から気管挿管終了時
まで投与した。レミフェンタニル0.2μg/㎏/min以上で
は気管挿管時の血圧・脈拍の上昇を抑制した。レミフェ
ンタニル0.3μg/㎏/min以上では血圧低下がみられた。
　10． 小児困難気道症例への挑戦 : KID症候群患児の麻
酔経験
北村祐司，磯野史朗，西野　卓
（千大）
　当科では他施設で麻酔管理困難とされた小児気道困
難症例に挑戦している。KID症候群は角膜炎，魚鱗癬，
難聴を 3主徴とする極めて希な疾患であり，特に小児
患者に対する麻酔管理の報告はない。我々は本疾患を
もつ 2歳児の眼科手術における周術期管理を経験した。
口腔内易出血性のため，いかに気管挿管等の気道確保
なしに管理出来るかが最大課題であった。術前評価や
麻酔薬の選択，モニター等について実際の映像も用い
て報告する。
　11． ダブルルーメンチューブにより気管裂傷を起こ
し，保存的治療で治癒し得た 1症例
鈴木法子，磯野史朗，石川輝彦
西野　卓　　　　　　（千大）
　ダブルルーメンチューブ（Mallinckrodt社 : ブロンコ
キャス）によると思われる気管裂傷を経験した。原疾
患に伴う合併症を併発し，呼吸管理には非常に難渋し
たが，保存的治療で治癒し得た。原因としてこれまで
に報告のない，ダブルルーメンチューブの気管開口部
の鋭利な形態・性状が関係した可能性が示唆された。
　12． エアウエイスコープTMとガムエラスティックブ
ジにより挿管しえた挿管困難症の 1例
岡　龍弘，尾澤芳子　　
（栃木県立がんセンター）
岩瀬良範（埼玉医科大）
　巨大甲状腺腫瘍による気道偏移で挿管困難が予想さ
れた症例を経験した。レミフェンタニル持続投与によ
る鎮静下に，エアウエイスコープTMによる口腔内観察
を行い，喉頭の確認が可能であったため，ガムエラス
ティックブジを気管内に挿入，それをガイドに気管挿
管チューブ挿入した。エアウエイスコープTMは閉塞し
ている中咽頭の視野確保が容易で，喉頭の観察がしや
すく，有用な方法と考えられる。
　13． モルヒネと小胞体ストレス
田辺瀬良美，土橋玉枝，西野　卓
青江知彦　　　　　　　（千大）
山本達郎　　　　　　（熊本大）
　モルヒネ耐性形成における小胞体ストレス反応の関
与を検討した。小胞体分子シャペロンであるBiPの変異
体を発現する変異BiPマウスでは，モルヒネ耐性形成
が抑制された。mu受容体からの細胞内情報伝達分子で
あるGSK3βを抑制すると野生型マウスにおいても耐性
形成が抑制された。変異BiPマウスではGSK3βが抑制
されていた。以上より小胞体ストレスがBiPやGSK3β
を介して耐性形成に関与すると考えられた。
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　14． ケミカルシャペロンによるモルヒネの耐性形成
抑制効果のマウスでの検討
土橋玉枝，田辺瀬良美，西野　卓
青江知彦　　　　　　　（千大）
　モルヒネの連続投与による耐性の形成機序は明らか
ではないが，我々は小胞体ストレス反応によってmu受
容体からのGSK3βを介する細胞内情報伝達系の変化が
重要な役割を果たすことを示して来た。今回マウスを
用いて，GSK3β阻害作用のあるバルプロ酸や小胞体ス
トレス反応を抑制するケミカルシャペロンであるタウ
リン結合ウルソデオキシコール酸をモルヒネと共に投
与した所，耐性形成が抑制されることが示唆された。
　15． 千葉トレーニングサイト平成19年度報告
篠塚典弘　　　　　（千大）
稲葉　晋（千葉県救急医療）
田垣内祐吾　　　　　　　　
（帝京大千葉総合医療センター）
土橋玉枝（千葉県循環器病）
　16． 熊本大学大学院医学薬学研究部　生体機能制御
学
山本達郎
（熊本大・医学薬学研究部　生体機能制御学）
教育講演
　 1． 呼吸調節 : 研究の重要性と意義
西野　卓（千大）
　 2． 神経因性疼痛の発症メカニズムと治療
山本達郎
（熊本大・医学薬学研究部　生体機能制御学）
